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降雨量 

下図はそれぞれ、（左）2021 年 1月 1日～7月 3日における累積降雨量、（中央）2022年 1月 1日～

7 月 3 日における累積降雨量、（右）2022年 1月 1 日～7月 3日における累積降雨量の平年（直近 30 年

の平均雨量）との差を示しています。 

2021 年と 2022 年の 7 月上旬までの累積降雨量を比較すると 2022 年は南部地域において大幅に高

くなっています。今後ラニーニャ現象の影響により南部の累積降雨量はさらに増加し 800～2000 mmに

なると予想されています。平年の累積降雨量と比較すると、今年の累積降雨量は北部地域においてやや

増加傾向になっており、南部地域は大幅な増加傾向となっています。 

  

[概要] 

 6 月初旬の降雨量は去年と比較すると特に南部地域において多い傾向となりました。 

 7 月前半の降雨量は少なかったものの、後半は南西モンスーンの威力が強くなる傾向にあるた

め、多くの地域に雨が降り、一部の地域には大雨が予想されています。 

 7 月のチャオプラヤ川流域の主要ダムの貯水量は 6月初旬と比較すると若干少ない傾向になっ

ていますが、昨年と比較するとやや増加しています。 

 チャオプラヤダムの上流と下流の河川は 6 月上旬と近い状況で大きな変化はなく、洪水危険は

ありません。 

Total Rainfall in 2021 

from 1 Jan to 3 July 

Total Rainfall in 2022 

from 1 Jan to 3 July 

Departure from normal 

from 1 Jan to 3 July 
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天気予報 

7 月の各地域の降雨量と降水予測日数を下図に示します。タイ気象の月間天気予報によれば、7 月

前半の雨量は少なく、降雨の範囲はタイ全土の約 20～30％にとどまりますが、7月の後半には雨量はや

や増加する傾向になっています。多くの地域で降雨が発生し、一部の地域、特に東部地域や南西地域で

は大雨になると予測されています。これは 7 月前半にアンダマン海に沿って停滞している南西モンス

ーン※1の威力が弱まり、南東モンスーンの威力が大幅に強くなることが起因しています。また、7月後

半にはモンスーントラフ※2が一時的に北部地域に停滞する見込みです。 

7 月の降雨量予測では、ほぼ全ての地域にて平年並みと予想されていますが、北部地域や北東部地

域においては平年より約 10%少なくなる可能性があります。 

一方、特に南西部地域や東部地域沿岸での降雨量が増加する傾向があり、注意が必要になります。

これは北太平洋の西部地域から熱帯低気圧が発生し、フィリピンを通過して、南シナ海へ移動すること

が予想されているためで、アンダマン海に停滞している南西モンスーンの威力が強くなることに起因

します。 

 

※1：モンスーン＝季節風（季節によって吹く方向が変化する風）。 

※2：モンスーントラフは南北に移動する熱帯収束帯。熱帯収束帯では積乱雲が発達しやすく 

 雨が多い。 
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ダム貯水量（Sirikit ダム、Bhumibol ダム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Sirikit ダムの貯水量は、昨年と比較して年初は少なかったものの、7 月 4 日時点ではやや多くなって

います。Bhumibolダムの貯水量は昨年より大幅に高いレベルで推移しています。雨季に入り、降雨量

が多くなっていますが、両方のダムは減少傾向にあり、2011年と異なる傾向となっています。 

貯水量：Sirikit ダム（貯水率 37%：2022年 7月 4日） 

貯水量：Bhumibol ダム（貯水率 42%：2022年 7月 4日） 
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ダム貯水量（Pasakダム、Kwaenoiダム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kwaenoi ダムと Pasak ダムの 7 月 4 日時点の貯水レベルを年初と比較すると大きく減少していますが、

前年比では貯水量はやや多い状況です。 

 

貯水量：Pasakダム（貯水率 19%：2022年 7月 4日） 

 

貯水量：Kwaenoiダム（貯水率 29%：2022年 7月 4日） 
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チャオプラヤ水系の河川水位（チャオプラヤダム上流） 

チャオプラヤダム上流の Ping 川、Wang 川、Yom川、Nan 川の水位は 6 月上旬から大きな変化はなく、

堤防の高さより低いため、洪水危険はありません。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【備考】 

①河川の中に示されている黒文字の数値：河川流量（m3/sec） 

②緑文字・＋（プラス）－（マイナス）付きの数値：堤防天端から河川水位までの距離（0 になった場合、洪水が発生） 

③水位レベルの U/S、D/S は m.で表示されています。  

 

チャオプラヤ川の水位 

2022年 7月 4日 

Prae 
Kyulom Dam 

Lam Pang 
Uttaradit 

Kwae Noi Dam 

Sirikit Dam 

Bhumibol 

Dam 

Ping River 
Yom River 

Nan River 
Wang River 

Chiang Mai 

Nan 

Phichit 

Nakhonsawan 

Sukhothai 

Utai Thani 

Chao Phraya Dam 

Chainat 

Kampangpetch 

Pitsanulok 

Dam 
Barrage Dam 
Water Gate 
Normal 
Critical 
Flooded 
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チャオプラヤ水系の河川水位（チャオプラヤダム下流） 

チャオプラヤダム下流の河川水位は 6 月上旬から大きな変化はなく、水位は堤防より大幅に低いため、

降水危険はありません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【備考】 

①河川の中に示されている黒文字の数値：河川流量（m3/sec） 

②カッコに示されている数値：河川流量（m3/day） 

③緑文字・＋（プラス）－（マイナス）付きの数値：堤防天端から河川水位までの距離（0 になった場合、洪水が発生） 

チャオプラヤ川の水位 

2022年 7月 4日 

Dam 
Barrage Dam 
Water Gate 
Normal 
Critical 
Flooded 

Nakhonsawan 

Utai Thani 

Chai Nat 

Lopburi 

Angthong 

Suphanburi 

Ayutthaya 
Saraburi 

Nonthaburi 

Pathumthani 
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MS&AD インターリスク総研株式会社は、MS&AD インシュアランスグループに属する、リスクマネジメン

トに関する調査研究およびコンサルティングを行う専門会社です。タイ進出企業さま向けのコンサルティン

グ・セミナー等についてのお問い合わせ・お申込み等はお近くの三井住友海上、あいおいニッセイ同和損

保の各社営業担当までお気軽にお寄せ下さい。 

 

お問い合せ先 

MS&AD インターリスク総研（株） 総合管理部 国際業務グループ 

TEL.03-5296-8920 

https://www.irric.co.jp/ 

 

インターリスクアジアタイランドは、タイに設立された MS&AD インシュアランスグループに属

するリスクマネジメント会社であり、お客様の工場・倉庫等における火災リスク調査や洪水リスク

評価、ならびに交通リスク、サイバーリスク等に関する各種リスクコンサルティングサービスを提

供しております。お問い合わせ・お申し込み等は、下記の弊社お問い合わせ先までお気軽にお寄せ

下さい。 

 

お問い合わせ先 

InterRisk Asia(Thailand) Co., Ltd.  

175 Sathorn City Tower. South Sathorn Road.Thungmahamek. Sathorn. Bangkok 10120. Thailand 

TEL: +66-(0)-2679-5276 

FAX: +66-(0)-2679-5278 

https://www.interriskthai.co.th/ 
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